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　東日本大震災にともなう福島原発事故から 2015 年 3月で 5年目に入る。
現在、福島の米や野菜から放射能はほとんど検出されず、海水の放射能含
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　気鋭の研究者が、なりわいの再生という難問に取り組んだ。現場にかか
わりながら、歴史・実態・政策を分析、この間に蓄積された科学的知見に立っ
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　福島に農林漁業をとり戻すとは、人と自然の営みを、
地域と産業を再生することだ。長い闘いの先に、復興
が見えてくる。
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　　　 では放射能汚染に関連した調査や研究が進んだことで、土壌が汚染されていても放射性物質が移行しにくい
　　　 農作物がある（移行係数が作物によって異なる）、放射性物質が魚類の体内に入っても時間経過とともに抜け
てほとんど検出されない魚種があるなどが明らかになり、こうした科学的知見を踏まえたリスク管理をすれば、福島
産の食材でも普通に流通が可能になっている。〔中略〕

　その対応のなかで、行政のサポートはもちろんのこと、農林漁業者の相互扶助組織である協同組合陣営がどうふる
まうかが問われている。生産者組織だけではない。生協など消費者組織の協力も欠かせない。
　長い年月をかけて築いた人間と自然の関係、生産者同士の関係、生産者と消費者との関係をとり戻すということは、
リスクに包まれた社会ではなく、「豊かさ」と「安心」が溢れた社会をとり戻すことと同義である。

　　　 償金が高いという人がいる。一人当たり月 10 万円の精神的賠償は、家族 4人で 4 年間受け取れば、1920 万円
          になる。しかし、それをもって移住した場合、先祖代々守ってきた家、土地、田畑、墓を購入するにこと足りる
だろうか。地域の自然と農業のなかで代々培われた技能をすべて捨てて、新たに賃金労働者になる理由になるだろうか。
　地域は商品ではない。農業は「稼ぎ」の場ではなく多くの人々の「なりわい」によって支えられてきた。ここに農
村の豊かさの源泉がある。

　　　  有林では、住宅を建て替える際に必要な分だけスギやヒノキを植えてきた。コナラやクヌギの林では、細々で
           はあるが、シイタケ原木を収穫してきた。こうして「山をきれいにしてきた」のである。
　蕨平の住民は春になれば山菜を、秋になればキノコを採取した。鴫原さんは「おれが一番悔しいのは、山菜とかキ
ノコとか、自分の山でやっていた一番の楽しみを奪われたこと」という。

　森林除染をめぐる現行方針は「矛盾」に満ちている。政策レベルでみれば、一方では「封じ込め」、他方では「封じ込め」
とは逆の営林継続を図る動きがみられる。

　　　　　　　　　著者より割引価格にて頒布いたします。  
申し込み先：小山良太　Tel/Fax 024-548-8380　　申し込み締切：3 月末日　　　　

　伊達市霊山町小国町は 1898（明治 31）年、日本で最初の農業協同組合が設立された歴史をもつ。小国村の佐藤忠望
を中心に上小国信用組合を設立し、共同金融事業を展開することで零細農家の経済的自立を促したと記録されている。
原子力災害以降の小国地区の住民運動に、このような歴史的背景が影響を与えているのではないか。

　　　  来、農、林、漁で働く人も、農作物、きのこや魚を食べる人も、どちらの立場に立っても豊かさを感じる国土
          利用を考える必要があった。農村漁村の豊かさと、都市の豊かさは明らかに違う。そこに優劣はないはず。
だが、都市の「物的」豊かさの追求のために農林漁村の本来の豊かさが失われるという、地域経済の不均等発展が今
日の悲劇を生んできた。発展のために犠牲を厭わなかった、これまでの日本経済の在り方は今後変わるのだろうか。
福島に農林漁業をとり戻すとは、この問いかけに答えを出すことである。

　　　  の全量全袋調査からセシウム吸収リスクの高い圃場が判明すれば、そこに注力し、対策漏れをなくすこ
          とができる。さらに圃場の土壌分析をすることで、土壌中の交換カリウムの欠乏によってセシウム吸収
が生じたのか、あるいは水源のセシウム汚染が想定されるのかが検討できる。そして圃場ごとに個別の「カルテ」を
作成すれば、生産者ごとに生産環境に即した営農指導の展望が開ける。

　　　 業者の試験操業の最大の懸案事項は、スクリー二ング検査において基準値超えが発生したとき、どう対処する
          するかであった。とくに自主基準値超えの検出があった場合、それを隠さず、即座に報道機関に情報を開示す
ることや、消費者からの抗議に丁寧に対応するかどうか、である。
　しかし 2013年の 6月頃からとりざたされるようになった東京電力福島第一原発の汚染水問題が、「風化」しつつあっ
た「風評」を呼び起こすことになった。
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